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1. はじめに 
廃棄物の処理の中でも大きな問題のひとつに生ごみの

リサイクルがある。2001年 5月に施行された食品リサイ

クル法により、日本の食品廃棄物はリサイクルの方向に向

かっている。しかし、現在日本国内から出る食品廃棄物の

量は年間約 1135万トンにものぼり、肥料や飼料などへの

「再生利用」や、脱水・乾燥などによる「減量化」、仕入

や製造などの見直しのよる「発生抑制」を合わせた「再生

利用の実施率」は 45％で、過半数の 55％は焼却・埋め立

てにまわっている。生ごみは水分を多く含んでいるため、

焼却するには多くのエネルギーを必要とし、ダイオキシン

が発生する可能性も含んでいる。大量生産大量消費から環

境の世紀に移りつつあるにもかかわらず、過半数の生ごみ

はリサイクルされていないことになる。 

本研究では、生ごみの再生利用プロセスの中で最も重要

な堆肥化にポイントを置き、生ごみ堆肥化の研究だけでな

く、周辺の農家と共に生ごみ堆肥による地域循環利用に関

する研究について検討を行った。 

２．実験方法 

2.1生ごみ堆肥化実験 

店舗から排出された生ごみを用い、業務用生ごみ発酵機

で堆肥化し、その成分分析を行った。生ごみ発酵機は草津

市内の農業地域に設置し、生ごみは野菜くず（地元百貨店）

と魚のあら（地元スーパー）を回収し使用した。また、生

ごみの中に牛糞、汚泥、および残飯を混ぜて堆肥化し、そ

の成分分析も行った。 

実験方法としては、回収してきた生ごみ（野菜くず、魚

のあら）の異物除去を行い、野菜くず 1 魚のあら 1 水

分調整剤2の割合で機械に投入した。これらに菌体を加え、

50～60℃で攪拌させ、約48時間後、機械から排出した（一

次発酵）。その後、ビニルハウスに移し、水分調整を行い

ながら一週間に一度切り返し、3ヵ月成熟させ完成とした

（二次発酵）。完成した堆肥は、優良な堆肥かどうか確認

するため、成分分析を行った。実験期間は2003年10月～

2005年9月まで約2年間行った。 

2.2生育比較実験 

生ごみ堆肥、生ごみ牛糞堆肥、生ごみ汚泥堆肥、油かす、

および化成肥料を使用し、野菜の生育対照実験を行った。

生ごみ残飯堆肥は、固まりになり畑で使用することができ

なかったため使用していない。 

実験方法としては、使用する畑の土壌分析を行い、それ

に基づき適量の堆肥、肥料等を施肥した。野菜の比較対照

項目として大きさ、味、糖度等を比較した。また、周辺の

農家の方にも使用してもらい、その結果をアンケート調査

でまとめた。 

 

  使用機器名 「BANBANコンバーター220K-TWIN」 

  使用菌体   バシラス菌体群 

  水分調整材  ふすま・戻し堆肥 

 

 
写-1  BANBANコンバーター 

 

３．実験結果・考察 

3.1生ごみ堆肥化実験 

実験期間中14.4ｔの生ごみを使い、約15ｔの生ごみ堆

肥をつくることができた。生ごみ堆肥の原料比に関しては、

今回の実験では、魚のあら 3 野菜くず 2 ふすま 2 戻

し堆肥3の割合の時によい堆肥ができた。生ごみ堆肥を作

る上で、材料のバランスは重要であり、その材料にあった

バランスを見つけ出すことが必要と考えられる。しかし、

今回水分調整材として使用したふすまは有料で購入した

ものであり、コスト面のことを考えると代替のものを考え

ていかなければならない。混合堆肥に関しては、牛糞につ

図-1　月別処理量
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